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◎
厄
除
開
運
星
祭
の
必
要
性 

 

人
は
皆
、
年
々
の
気
を
受
け
て
生
ま
れ
、
年
月
が
変
わ
る
た
び
に
自
分
の
本
命
星
の

座
席
が
移
り
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
自
分
の
星
の
上
に
大
凶
星
が
重
な
り
ま
す
と
、
月
に

黒
雲
が
か
か
っ
た
如
く
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
黒
星
に
な
る
の
で
す
。 

 

暗
い
時
に
は
魔
が
入
り
、
病
気
災
難
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
為
に
年
の

変
わ
り
目
に
そ
の
年
の
星
を
祭
り
、
厄
神
を
供
養
し
て
、
悪
事
災
難
を
ま
ぬ
が
れ
る
よ

う
、
ま
た
幸
運
の
年
廻
り
の
人
は
一
層
よ
く
な
る
よ
う
に
祈
る
の
で
す
。 

 

御
家
族
は
申
す
に
及
ば
ず
、
知
人
の
方
々
に
是
非
こ
の
意
義
あ
る
星
祭
り
を
お
す
す

め
下
さ
い
。 

 

一
、
来
年
の
あ
な
た
の
星
廻
り
の
吉
凶
は
『
開
運
暦
』
を
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

黒
星
は
厄
年
、
半
黒
は
要
注
意
の
年
で
す
。 

一
、
当
山
で
は
早
く
申
し
込
み
頂
い
た
方
よ
り
御
祈
祷
を
始
め
、
二
月
節
分
ま
で
毎
日

星
供
護
摩
を
厳
修
致
し
ま
す
。 

 

一
、
星
祭
の
お
申
込
み
は
十
一
月
一
日
よ
り
受
付
を
始
め
て
い
ま
す
。
早
い
ほ
ど
長
日

御
祈
祷
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

遅
く
と
も
一
月
中
頃
ま
で
に
と
り
ま
と
め
て
『
あ
け
て
の
数
え
年
と
姓
名
』
を
ハ
ッ
キ
リ

と
用
紙
に
記
入
し
て
お
送
り
下
さ
い
。
な
お
、
一
家
族
ご
と
に
区
切
り
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。 

 

一
、
御
守
護
札
は
一
人
一
人
丁
寧
に
祈
祷
し
て
二
月
三
日
節
分
会
に
て
厳
修
の
後
、
御

授
け
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
節
分
会
に
お
参
り
下
さ
い
。
た
だ
し
遠
方
や
ご
都
合
で
お
参
り
出

来
な
い
御
方
様
に
は
二
月
三
日
節
分
会
（
星
祭
り
結
願
法
会
）
が
済
み
次
第
お
送
り
致
し

ま
す
。 

※
申
込
の
規
定
に
関
し
て
は
別
紙
「
厄
除
開
運
星
祭
祈
祷
規
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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